
(57)【要約】

【課題】食器洗浄力を向上させ洗い残しを無くすと共に

洗浄に使用する水量の低減を可能にする食器洗浄機を提

供する。

【解決手段】洗浄槽４に第１の給水量の水が供給される

まで給水ポンプ３を駆動し、その後、水量（第２の給水

量、第３の給水量）が段階的に増えるように給水ポンプ

３を複数回に亘って間欠駆動するポンプ制御回路１２と

、洗浄槽４に第１の給水量が給水されたとき９０℃の水

温となるようにヒータ５を制御し、洗浄槽４の水量が増

える毎に６０℃の水温となるように制御するヒータ制御

回路７とを備え、ポンプ制御回路１２は、洗浄槽４に第

１の給水量が給水されたときに洗浄ノズル１１から噴射

される湯が食器に当らない範囲で洗浄ポンプ１０を回転

数Ｎｅ１で回転させ、その後、洗浄槽４の水量が増える

毎に洗浄ポンプ１０の回転数を回転数Ｎｅ１よりも多い

回転数を最低回転数（Ｎｅ２、Ｎｅ３）として変化させ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 浄 槽 内 に 給 水 す る た め の 給 水 ポ ン プ と 、
　 洗 浄 槽 内 の 水 を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ と 、
　 洗 浄 槽 内 の 水 を 回 転 数 に 応 じ て 吸 引 し て 加 圧 す る 洗 浄 ポ ン プ と 、
　 洗 浄 槽 の 中 に 配 設 さ れ 、 前 記 洗 浄 ポ ン プ か ら の 加 圧 に 応 じ て 水 を 噴 射 し な が ら 回 転 し 、
洗 浄 槽 内 に 収 納 さ れ た 食 器 類 を 洗 浄 す る 洗 浄 ノ ズ ル と 、
　 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 の 水 が 供 給 さ れ る ま で 前 記 給 水 ポ ン プ を 駆 動 し 、 そ の 後 、 水 量 が 段 階
的 に 増 え る よ う に 前 記 給 水 ポ ン プ を 複 数 回 に 亘 っ て 間 欠 駆 動 す る 第 １ の 制 御 手 段 と 、
　 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 が 給 水 さ れ た と き に 第 １ の 高 温 度 と な る よ う に 前 記 ヒ ー タ を 加 熱 制 御
し 、 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 増 え る 毎 に 前 記 第 １ の 高 温 度 よ り も 低 い 第 ２ の 高 温 度 と な る よ う に
前 記 ヒ ー タ を 加 熱 制 御 す る 第 ２ の 制 御 手 段 と 、
　 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 が 給 水 さ れ た と き に 前 記 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 水 が 食 器 類 に 当 ら
な い 範 囲 で 前 記 洗 浄 ポ ン プ を 所 定 の 低 回 転 数 で 回 転 さ せ 、 そ の 後 、 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 増 え
る 毎 に 、 前 記 洗 浄 ポ ン プ の 回 転 数 を 前 記 所 定 の 低 回 転 数 よ り も 多 い 回 転 数 を 最 低 回 転 数 と
し て 変 化 さ せ る 第 ３ の 制 御 手 段 と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ３ の 制 御 手 段 は 、 洗 浄 槽 内 の 水 が 所 定 量 か ら 段 階 的 に 増 え る 毎 に 、 前 記 洗 浄 ポ ン
プ の 回 転 数 を 高 回 転 状 態 か ら 低 回 転 状 態 へ 、 あ る い は 低 回 転 状 態 か ら 高 回 転 状 態 へ 変 化 さ
せ 、 こ れ を 前 記 洗 浄 ノ ズ ル が １ 回 転 す る 前 に 繰 り 返 し 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ の 制 御 手 段 は 、 前 記 洗 浄 ポ ン プ を 所 定 の 低 回 転 数 で 回 転 さ せ て い る と き の 時 間
を 、 次 段 で 変 化 さ せ る 回 転 数 の う ち 低 回 転 時 の 時 間 よ り も 長 く し 、 そ の 低 回 転 時 の 時 間 を
、 こ れ 以 降 で 変 化 さ せ る 回 転 数 の う ち 低 回 転 時 の 時 間 よ り も 長 く し て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ３ の 制 御 手 段 は 、 前 記 洗 浄 ポ ン プ の 所 定 の 低 回 転 数 を 、 次 段 で 変 化 さ せ る 回 転 数
の う ち 低 回 転 時 の 回 転 数 よ り も 低 く し 、 そ の 低 回 転 時 の 回 転 数 を 、 こ れ 以 降 で 変 化 さ せ る
回 転 数 の う ち 低 回 転 時 の 回 転 数 よ り も 低 く し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何
れ か に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 制 御 手 段 は 、 前 記 給 水 ポ ン プ の 給 水 に よ る 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 最 終 段 の と き 、
そ の 後 半 に お い て 前 記 第 ２ の 高 温 度 か ら 前 記 第 １ の 高 温 度 と な る よ う に 前 記 ヒ ー タ を 加 熱
制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ３ の 制 御 手 段 は 、 洗 浄 ポ ン プ を 所 定 の 低 回 転 数 で 回 転 さ せ た 後 、 及 び 洗 浄 槽 内 の
水 量 が 増 え る 毎 に 前 記 洗 浄 ポ ン プ の 回 転 数 を 変 化 さ せ た 後 、 あ る い は 何 れ か の 後 に 前 記 洗
浄 ポ ン プ の 休 止 時 間 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か に 記 載 の 食 器 洗 浄
機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ヒ ー タ は 、 洗 浄 槽 内 の 水 が 所 定 量 で 水 没 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 洗 浄 槽 内 に 食 器 に 付 着 し た 残 菜 を 集 め る フ ィ ル タ が 設 け ら れ 、 こ の フ ィ ル タ の 位 置 は 、
ヒ ー タ の 位 置 よ り も 低 い 箇 所 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か
に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 洗 浄 槽 内 の 水 が 所 定 量 の と き に 水 没 す る 箇 所 に 洗 剤 配 置 指 定 部 が 設 け ら れ て い る こ と を
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特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 洗 剤 配 置 指 定 部 が 前 記 洗 浄 ポ ン プ の 給 水 口 近 傍 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ９ 記 載 の 食 器 洗 浄 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 洗 浄 ポ ン プ で 加 圧 さ れ た 洗 浄 水 を 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 射 し 、 洗 浄 槽 内 に 配 置 さ
れ た 食 器 類 の 洗 浄 を 行 う 食 器 洗 浄 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 食 器 洗 浄 機 は 、 第 一 の 給 水 量 に て 噴 射 水 道 力 を 低 出 力 に し 、 か つ 加 熱 し な が ら 洗
浄 し 、 水 温 が 第 一 の 水 温 に 達 し た 後 は 、 洗 浄 水 を 第 二 の 水 量 ま で 追 加 し て 噴 射 水 道 力 を 高
出 力 に し て 洗 浄 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ４ ２ ３ ４ （ 第 １ １ 頁 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 食 器 に 付 着 し た 油 汚 れ を 落 と す た め に は 、 高 温 水 で 洗 う の が 効 果 的 で あ る が 、 た ん ぱ く
質 汚 れ は 、 高 温 水 で 固 ま っ て し ま う た め 、 通 常 、 た ん ぱ く 質 が 固 ま ら な い ６ ０ ℃ の 温 水 で
洗 浄 す る の が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 洗 剤 の 濃 度 を 高 く す る こ と で 、 洗 剤 に 含 ま れ る 酵 素 濃
度 も 高 ま っ て 汚 れ が 落 ち や す く な る が 、 多 量 の 粉 洗 剤 を 投 入 し て も 水 に 溶 け ず 、 洗 剤 濃 度
が 高 く な ら な い 課 題 が あ っ た 。 従 来 の 食 器 洗 浄 機 に お い て も 、 第 二 の 給 水 量 で は 温 水 温 度
が ６ ０ ℃ 以 下 と な る た め に 油 汚 れ が 落 ち に く く 、 第 一 の 水 量 で は 、 水 量 が 少 な い の で 洗 剤
が 水 に 溶 け ず 高 濃 度 の 洗 浄 液 が 生 成 さ れ な い こ と が あ っ た 。 ま た 、 第 一 の 水 量 で は 噴 射 を
弱 く す る の で 、 高 い 位 置 に あ る 食 器 に 洗 浄 水 が 届 か ず に 洗 浄 で き な い と い う 課 題 も あ っ た
。
　 本 発 明 は 、 前 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 食 器 洗 浄 力 を 向 上 さ せ
洗 い 残 し を 無 く す と 共 に 、 洗 浄 に 使 用 す る 水 量 の 低 減 を 可 能 に す る 食 器 洗 浄 機 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 食 器 洗 浄 機 は 、 洗 浄 槽 内 に 給 水 す る た め の 給 水 ポ ン プ と 、 洗 浄 槽 内 の 水 を
加 熱 す る た め の ヒ ー タ と 、 洗 浄 槽 内 の 水 を 回 転 数 に 応 じ て 吸 引 し て 加 圧 す る 洗 浄 ポ ン プ と
、 洗 浄 槽 の 中 に 配 設 さ れ 、 洗 浄 ポ ン プ か ら の 加 圧 に 応 じ て 水 を 噴 射 し な が ら 回 転 し 、 洗 浄
槽 内 に 収 納 さ れ た 食 器 類 を 洗 浄 す る 洗 浄 ノ ズ ル と 、 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 の 水 が 供 給 さ れ る ま
で 前 記 給 水 ポ ン プ を 駆 動 し 、 そ の 後 、 水 量 が 段 階 的 に 増 え る よ う に 給 水 ポ ン プ を 複 数 回 に
亘 っ て 間 欠 駆 動 す る 第 １ の 制 御 手 段 と 、 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 が 給 水 さ れ た と き に 第 １ の 高 温
度 と な る よ う に ヒ ー タ を 加 熱 制 御 し 、 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 増 え る 毎 に 第 １ の 高 温 度 よ り も 低
い 第 ２ の 高 温 度 と な る よ う に ヒ ー タ を 加 熱 制 御 す る 第 ２ の 制 御 手 段 と 、 洗 浄 槽 内 に 所 定 量
が 給 水 さ れ た と き に 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 水 が 食 器 類 に 当 ら な い 範 囲 で 洗 浄 ポ ン プ を
所 定 の 低 回 転 数 で 回 転 さ せ 、 そ の 後 、 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 段 階 的 に 増 え る 毎 に 、 洗 浄 ポ ン プ
の 回 転 数 を 所 定 の 低 回 転 数 よ り も 多 い 回 転 数 を 最 低 回 転 数 と し て 変 化 さ せ る 第 ３ の 制 御 手
段 と を 備 え た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 洗 浄 槽 内 に 所 定 量 が 給 水 さ れ た と き に 第 １ の 高 温 度 と な る よ う に す
る と 共 に 、 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 湯 が 食 器 類 に 当 ら な い 範 囲 で 洗 浄 ポ ン プ を 所 定 の 回
転 数 で 回 転 さ せ る よ う に し て い る の で 、 洗 浄 槽 の 水 位 低 下 に よ る 洗 浄 ポ ン プ の エ ア 噛 み を
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起 こ す こ と な く 攪 拌 作 用 が 発 生 し 、 こ の た め 、 高 濃 度 の 洗 浄 液 の 生 成 が 可 能 に な る 。 こ の
場 合 、 洗 浄 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ る 第 １ の 高 温 度 の 湯 が 食 器 類 に 当 ら な い の で 、 た ん ぱ く 質
汚 れ が 固 ま っ て し ま う こ と が な く な る 。 ま た 、 洗 浄 槽 内 の 水 量 が 所 定 量 か ら 増 え る 毎 に 、
第 １ の 高 温 度 よ り も 低 い 第 ２ の 高 温 度 と な る よ う に す る と 共 に 、 洗 浄 ポ ン プ の 回 転 数 を 所
定 の 回 転 数 よ り も 多 い 回 転 数 を 最 低 回 転 数 と し て 変 化 さ せ る よ う に し て い る の で 、 た ん ぱ
く 質 を 固 め る こ と な く 、 し か も 洗 剤 の 濃 度 を 低 下 さ せ る こ と な く 洗 浄 で き 、 こ の た め 、 食
器 類 を 満 遍 な く 洗 浄 で き 、 洗 い 残 し が な く な る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 浄 機 を 示 す 概 略 構 成 図 、 図 ２ は 実 施 の 形 態
１ の 洗 浄 工 程 に お け る 洗 浄 ポ ン プ の モ ー タ 回 転 状 態 と 洗 浄 槽 内 の 洗 浄 水 の 温 度 と の 相 関 を
示 す 図 で あ る 。
　 食 器 洗 浄 機 本 体 １ に は 、 水 を 内 部 に 引 き 込 む た め の 注 水 口 ２ が 設 け ら れ 、 そ の 本 体 １ の
内 部 に 設 け ら れ た 給 水 ポ ン プ ３ は 、 注 水 口 ２ を 通 し て 水 を 吸 引 し 洗 浄 槽 ４ 内 に 供 給 す る 。
洗 浄 槽 ４ に は 、 食 器 を 載 せ る た め の 下 か ご １ ５ 及 び 上 か ご １ ６ が 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ 、 そ
の 下 か ご １ ５ の 下 方 に 複 数 の 噴 射 口 １ １ ａ を 有 す る 洗 浄 ノ ズ ル １ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 水 を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ ５ が 設 け ら れ 、 こ の ヒ ー タ ５ に よ っ て 加 熱 さ
れ た 湯 の 温 度 を 検 出 す る 水 温 セ ン サ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 の ヒ ー タ ５ は 、 洗 浄 槽
内 に 第 １ の 給 水 量 が 供 給 さ れ た と き の 水 位 （ 第 １ の 水 位 ） よ り も 低 い 位 置 に 設 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ （ 第 ２ の 制 御 手 段 ） は 、 水 温 セ ン サ ６ の 検 出 温 度 を 入 力 し 、 洗 浄 槽 ４
内 に 第 １ の 給 水 量 （ 所 定 量 ） が 給 水 さ れ た と き に 、 水 温 が 例 え ば ９ ０ ℃ （ 第 １ の 高 温 度 ）
に な る よ う に ヒ ー タ ５ を 加 熱 制 御 し 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 水 量 が 増 え る 毎 に ９ ０ ℃ よ り も 低 い 第
２ の 高 温 度 と な る よ う に ヒ ー タ ５ を 加 熱 制 御 す る 。 例 え ば 、 第 １ の 給 水 量 よ り も 多 い 第 ２
の 給 水 量 に な っ た と き は ６ ０ ℃ （ 第 ２ の 高 温 度 ） に な る よ う に ヒ ー タ ５ を 加 熱 制 御 し 、 そ
の 後 、 第 ２ の 給 水 量 よ り も 多 い 第 ３ の 給 水 量 に な っ た と き は ６ ０ ℃ に な る よ う に ヒ ー タ ５
を 加 熱 制 御 す る 。 洗 浄 槽 ４ 内 の 水 温 の 切 替 設 定 は 、 後 述 す る ポ ン プ 制 御 回 路 １ ２ か ら の 指
示 に 基 づ い て 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 洗 剤 配 置 指 定 部 ８ は 、 洗 剤 の 配 置 箇 所 を 使 用 者 に 知 ら し め る た め の も の で 、 洗 浄 ポ ン プ
１ ０ の 給 水 口 近 傍 に 、 か つ 第 １ の 給 水 量 が 供 給 さ れ た と き の 水 位 よ り も 低 い 位 置 に 設 け ら
れ て い る 。 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の 給 水 口 は 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ 及 び 排 水 ポ ン プ １ ４ に 管 路 を 介 し
て 接 続 さ れ 、 洗 浄 時 に 食 器 か ら 落 ち た 残 菜 を 集 め る た め の フ ィ ル タ １ ７ が 着 脱 可 能 に 設 け
ら れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ １ ７ は 、 ヒ ー タ ５ の 位 置 よ り も 低 い 箇 所 に 設 置 さ れ て い る 。 前
述 し た 洗 浄 ポ ン プ １ ０ は 、 羽 及 び ケ ー シ ン グ か ら な る ケ ー シ ン グ 部 １ ０ ａ と モ ー タ １ ０ ｂ
と に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 の 洗 浄 ノ ズ ル １ １ が 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 洗 浄 ポ
ン プ １ ０ は 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄 水 を 吸 引 し て 加 圧 し 、 洗 浄 ノ ズ ル １ １ に 吐 出 し て 複 数 の 噴
射 口 １ １ ａ か ら 噴 射 さ せ る 。 こ の と き の 洗 浄 ノ ズ ル １ １ は 、 噴 射 の 反 力 に よ っ て 一 方 向 に
回 転 す る 。 排 水 ポ ン プ １ ３ は 、 洗 浄 工 程 終 了 後 及 び す す ぎ 工 程 終 了 後 に ポ ン プ 制 御 回 路 １
２ に よ り 駆 動 さ れ 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄 水 （ 汚 水 ） を 排 水 口 １ ４ か ら 外 部 に 排 水 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の ポ ン プ 制 御 回 路 １ ２ は 、 第 １ の 制 御 手 段 及 び 第 ３ の 制 御 手 段 の 機 能 を 有 し 、 例 え
ば 、 洗 浄 工 程 に 入 る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 洗 浄 槽 ４ 内 に 第 １ の 給 水 量 （ 第 １ の 水 位 ） が
供 給 さ れ る ま で 給 水 ポ ン プ ３ を 駆 動 す る 。 そ の 後 、 時 間 Ｔ １ の 間 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー
タ １ ０ ｂ を 回 転 数 Ｎ ｅ １ （ 所 定 の 低 回 転 数 ） で 回 転 す る よ う に 制 御 す る と 共 に 、 ヒ ー タ 制
御 回 路 ７ に 水 温 ９ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。 時 間 Ｔ １ 経 過 し た と き は 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 第 １ の 給 水
量 が 第 ２ の 給 水 量 （ 第 ２ の 水 位 ） に な る ま で 給 水 ポ ン プ ３ を 駆 動 す る と 共 に 、 ヒ ー タ 制 御
回 路 ７ に 水 温 ６ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。 こ の 時 、 時 間 Ｔ ３ の 間 、 モ ー タ １ ０ ｂ の 回 転 数 を Ｎ ｅ
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４ と し 、 時 間 Ｔ ２ の 間 、 回 転 数 を Ｎ ｅ ２ （ 最 低 回 転 数 ） と し 、 こ れ を 所 定 時 間 経 過 す る ま
で 交 互 に 繰 り 返 す 。 そ の 時 間 を 経 過 し た と き は 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の 駆 動 を 停 止 す る と 共 に
、 洗 浄 槽 ４ 内 の 第 ２ の 給 水 量 が 第 ３ の 給 水 量 （ 第 ３ の 水 位 ） に な る ま で モ ー タ １ ０ ｂ を 駆
動 し 、 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ に 水 温 ６ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。 そ し て 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ を 停 止 し て
か ら 休 止 時 間 を 経 過 し た と き は 、 時 間 Ｔ ３ の 間 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ １ ０ ｂ の 回 転 数
を Ｎ ｅ ４ と し 、 時 間 Ｔ ５ の 間 、 回 転 数 を Ｎ ｅ ３ （ 最 低 回 転 数 ） と し 、 こ れ を 所 定 時 間 経 過
す る ま で 交 互 に 繰 り 返 す 。 そ の 後 は 、 排 水 ポ ン プ １ ３ を 駆 動 し 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄 水 を 排
水 口 １ ４ か ら 排 水 さ せ て 洗 浄 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 述 し た モ ー タ １ ０ の 時 間 Ｔ ３ 、 Ｔ ４ 時 の 回 転 数 変 化 は 洗 浄 ノ ズ ル １ １ が １ 回 転 す る 前
に 行 っ て い る 。 ま た 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ １ ０ ｂ を 低 回 転 数 Ｎ ｅ １ で 回 転 さ せ て い る
と き の 時 間 Ｔ １ は 、 次 段 で 変 化 さ せ る 回 転 数 の う ち 、 即 ち 第 ２ の 給 水 量 時 に 変 化 さ せ る 回
転 数 Ｎ ｅ ２ 、 Ｎ ｅ ４ の う ち 低 回 転 時 （ Ｎ ｅ ２ ） の 時 間 Ｔ ２ よ り も 長 く 、 そ の 低 回 転 時 （ Ｎ
ｅ ２ ） の 時 間 Ｔ ２ は 、 こ れ 以 降 で 変 化 さ せ る 回 転 数 の う ち 、 即 ち 第 ３ の 給 水 量 時 に 変 化 さ
せ る 回 転 数 Ｎ ｅ ３ 、 Ｎ ｅ ４ の う ち 低 回 転 時 （ Ｎ ｅ ３ ） よ り も 長 く 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に
、 モ ー タ １ ０ ｂ の 回 転 数 Ｎ ｅ １ は 、 次 段 で 変 化 さ せ る 回 転 数 Ｎ ｅ ２ 、 Ｎ ｅ ４ の う ち 低 回 転
時 の 回 転 数 Ｎ ｅ ２ よ り も 低 く 、 そ の 回 転 数 Ｎ ｅ ２ は 、 こ れ 以 降 で 変 化 さ せ る 回 転 数 Ｎ ｅ ３
、 Ｎ ｅ ４ の う ち 低 回 転 時 の 回 転 数 Ｎ ｅ ３ よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 洗 浄 工 程 終 了 後 は 、 給 水 ポ ン プ ３ を 駆 動 し て す す ぎ 工 程 に 入 る 。 給 水 ポ ン プ ３ の 駆 動 に
よ り 洗 浄 槽 ４ 内 に す す ぎ に 必 要 な 所 定 量 の 水 量 が 給 水 さ れ る と 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ を 駆 動 し
、 こ れ に よ り す す ぎ が 終 了 し た と き に 、 再 び 排 水 ポ ン プ １ ３ を 駆 動 し て 洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄
水 を 排 水 口 １ ４ か ら 排 水 さ せ 、 す す ぎ 工 程 を 終 了 す る 。 な お 、 給 水 ポ ン プ ３ の 駆 動 に よ る
第 １ の 給 水 量 、 第 １ の 給 水 量 か ら 第 ２ の 給 水 量 に な る ま で の 水 量 、 及 び 第 ２ の 給 水 量 か ら
第 ３ の 給 水 量 に な る ま で の 水 量 は 、 予 め 設 定 さ れ た 各 時 間 に 基 づ い て 判 別 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 洗 浄 工 程 に お け る 動 作 に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
　 使 用 者 に よ り 、 本 機 の 説 明 書 に 記 載 さ れ た 所 定 量 の 洗 剤 が 洗 剤 配 置 指 定 部 ８ に 投 入 さ れ
て 、 洗 浄 開 始 の 操 作 が 操 作 部 （ 図 示 せ ず ） で 行 わ れ る と 、 ポ ン プ 制 御 回 路 １ ２ は 、 洗 浄 工
程 に 入 っ て 、 先 ず 、 洗 浄 槽 ４ 内 に 第 １ の 給 水 量 （ 第 １ の 水 位 ） が 供 給 さ れ る ま で 給 水 ポ ン
プ ３ を 駆 動 す る 。 そ の 後 、 時 間 Ｔ １ の 間 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ １ ０ ｂ を 回 転 数 Ｎ ｅ １
で 回 転 す る よ う に 制 御 す る と 共 に 、 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ に 水 温 ９ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。 ヒ ー タ
制 御 回 路 ７ は 、 そ の 指 示 に 基 づ い て ヒ ー タ ５ に 通 電 し 、 水 温 セ ン サ ６ を 通 し て ９ ０ ℃ を 検
出 す る と 、 そ の 水 温 が 保 た れ る よ う に ヒ ー タ ５ の 通 電 を 制 御 す る 。 一 方 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０
は 、 モ ー タ １ ０ ｂ の 回 転 数 Ｎ ｅ １ に 応 じ て 洗 浄 槽 ４ 内 の 湯 を 吸 引 し て 加 圧 し 、 洗 浄 ノ ズ ル
１ １ か ら 噴 射 さ せ 、 こ れ を 時 間 Ｔ １ の 間 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 湯 と 洗 剤 が 混 ざ っ て 洗 浄
液 が 生 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 前 述 し た よ う に 洗 浄 ノ ズ ル １ １ か ら の 洗 浄 液 は 、 食 器 に 当 た
ら な い 範 囲 で 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 水 量 の 少 な い 第 １ の 給 水 量 の と き は 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ に よ り 撹 拌 作 用 を 発
生 さ せ る と 共 に 、 水 温 が ９ ０ ℃ に な る ま で 加 熱 し 、 し か も 、 絶 え ず 湯 が 流 れ て い る フ ィ ル
タ １ ７ の 洗 浄 ポ ン プ の 給 水 口 近 傍 に 洗 剤 配 置 指 定 部 ８ を 設 け て あ る の で 、 少 な い 水 量 で も
洗 剤 が 溶 け て 湯 と 混 ざ り や す く な り 、 高 濃 度 の 洗 浄 液 が 容 易 に 生 成 さ れ る 。 ま た 、 洗 浄 ノ
ズ ル １ １ か ら 噴 射 さ れ る 湯 が 食 器 に 当 ら な い 範 囲 で あ る た め 、 ９ ０ ℃ 以 上 の 温 水 が 食 器 に
当 っ て 、 高 温 水 に よ る た ん ぱ く 質 汚 れ が 固 ま っ て 汚 れ が 落 ち に く く な る こ と が な く な り 、
ま た 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ が 低 回 転 で あ る た め 、 水 量 が 少 な く て も 、 洗 浄 ノ ズ ル １ １ か ら 噴 射
さ れ る 多 量 の 洗 浄 液 に よ り 水 位 が 下 が っ て 洗 浄 ポ ン プ １ ０ 内 に 空 気 が 入 り 込 む エ ア 噛 み を
起 こ す と い う こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 時 間 Ｔ １ 経 過 し た と き は 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 第 １ の 給 水 量 が 第 ２ の 給 水 量 （ 第 ２ の 水 位 ） に
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な る ま で 給 水 ポ ン プ ３ を 駆 動 す る と 共 に 、 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ に 水 温 ６ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。
こ の 時 、 時 間 Ｔ ３ の 間 、 モ ー タ １ ０ ｂ の 回 転 数 を Ｎ ｅ ４ と し 、 時 間 Ｔ ２ の 間 、 回 転 数 を Ｎ
ｅ ２ と し 、 こ れ を 所 定 時 間 経 過 す る ま で 交 互 に 繰 り 返 す 。 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ は 、 そ の 指 示
に 基 づ い て ヒ ー タ ５ に 通 電 し 、 水 温 セ ン サ ６ を 通 し て ６ ０ ℃ を 検 出 す る と 、 そ の 水 温 が 保
た れ る よ う に ヒ ー タ ５ の 通 電 を 制 御 す る 。 一 方 、 洗 浄 ノ ズ ル １ １ か ら 噴 射 さ れ る 洗 浄 液 は
、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ ５ の 回 転 数 が Ｎ ｅ ４ の と き に 上 か ご １ ６ の 食 器 ま で 当 た り 、 モ
ー タ ５ の 回 転 数 が Ｎ ｅ ２ の と き に 下 か ご １ ５ の 食 器 に 当 た り 、 こ れ ら 上 か ご １ ６ 及 び 下 か
ご １ ５ の 食 器 に 当 た る 部 分 が 洗 浄 ノ ズ ル の 回 転 と 共 に ず れ て い く 。 こ れ は 、 時 間 Ｔ ３ と 時
間 Ｔ ２ の 合 計 時 間 が 洗 浄 ノ ズ ル １ １ が １ 回 転 す る 時 間 よ り も 短 く 設 定 さ れ て い る か ら で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の 給 水 量 に お い て は 、 水 量 を 増 や し 、 そ の 水 温 を ６ ０ ℃ に 保 つ よ う に し て い る の で
、 た ん ぱ く 質 が 固 ま ら ず 、 油 汚 れ が 落 ち や す く な る 。 ま た 、 洗 剤 の 量 は 、 第 ２ の 給 水 量 よ
り 多 い 第 ３ の 給 水 量 に て 標 準 濃 度 に な る よ う に 設 定 さ れ て い る の で 、 第 ２ の 給 水 量 に お い
て も 高 濃 度 の 洗 剤 液 と な っ て い る 。 高 回 転 の 回 転 数 Ｎ ｅ ４ の 時 間 Ｔ ３ に 対 し て 低 回 転 の 回
転 数 Ｎ ｅ ２ の 時 間 Ｔ ２ が 長 い の で 、 噴 射 水 に よ る 洗 浄 槽 水 面 の 低 下 が 少 な く 、 エ ア 噛 み で
ポ ン プ が 駆 動 で き な い 状 態 を 回 避 で き る 。 さ ら に 、 回 転 数 Ｎ ｅ ４ の 時 間 Ｔ ３ で は 少 な い 水
量 で あ っ て も 瞬 間 的 に 強 力 な 力 で 洗 浄 液 が 噴 射 さ れ 、 回 転 数 を Ｎ ｅ ２ に 下 げ て い る 時 間 Ｔ
２ に お い て も 、 高 濃 度 の 洗 剤 液 が 噴 射 さ れ 、 し か も 、 そ の 噴 射 タ イ ミ ン グ が ず れ て い く の
で 、 上 か ご １ ６ 及 び 下 か ご １ ５ の 食 器 に 満 遍 な く 高 濃 度 の 洗 浄 液 を 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 給 水 量 に よ る 食 器 洗 浄 が 終 了 す る と 、 ポ ン プ 制 御 回 路 １ ２ は 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の
駆 動 を 停 止 す る と 共 に 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 第 ２ の 給 水 量 が 第 ３ の 給 水 量 （ 第 ３ の 水 位 ） に な る
ま で モ ー タ １ ０ ｂ を 駆 動 し 、 ヒ ー タ 制 御 回 路 ７ に 水 温 ６ ０ ℃ の 指 示 を 出 す 。 こ の 時 、 ヒ ー
タ 制 御 回 路 ７ は 、 そ の 指 示 に 基 づ い て ヒ ー タ ５ に 通 電 し 、 水 温 セ ン サ ６ を 通 し て ６ ０ ℃ を
検 出 す る と 、 そ の 水 温 が 保 た れ る よ う に ヒ ー タ ５ の 通 電 を 制 御 す る 。 そ し て 、 洗 浄 ポ ン プ
１ ０ を 停 止 し て か ら 休 止 時 間 が 経 過 し た と き は 、 時 間 Ｔ ３ の 間 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ
１ ０ ｂ の 回 転 数 を Ｎ ｅ ４ と し 、 時 間 Ｔ ５ の 間 、 回 転 数 を Ｎ ｅ ３ と し 、 こ れ を 所 定 時 間 経 過
す る ま で 交 互 に 繰 り 返 す 。 こ の 時 、 洗 浄 ノ ズ ル １ １ か ら 噴 射 さ れ る 洗 浄 液 は 、 前 記 と 同 様
に 、 洗 浄 ポ ン プ １ ０ の モ ー タ ５ の 回 転 数 が Ｎ ｅ ４ の と き に 上 か ご １ ６ の 食 器 ま で 当 た り 、
モ ー タ ５ の 回 転 数 が Ｎ ｅ ３ の と き 、 回 転 数 Ｎ ｅ ２ の と き よ り も 高 め の 下 か ご １ ５ の 食 器 に
当 た り 、 こ れ ら 富 者 タ イ ミ ン グ が 洗 浄 ノ ズ ル の 回 転 と 共 に ず れ て い く 。 こ れ は 、 前 記 と 同
様 に 、 時 間 Ｔ ３ と 時 間 Ｔ ５ の 合 計 時 間 が 洗 浄 ノ ズ ル １ １ が １ 回 転 す る 時 間 よ り も 短 く 設 定
さ れ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 所 定 時 間 が 経 過 す る と 、 排 水 ポ ン プ １ ３ を 駆 動 し 、 洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄 水 を 排 水
口 １ ４ か ら 排 水 さ せ て 洗 浄 工 程 を 終 了 す る 。 そ の 後 は 、 給 水 ポ ン プ ３ を 駆 動 し 、 こ の 給 水
ポ ン プ ３ の 駆 動 に よ り 洗 浄 槽 ４ 内 に す す ぎ に 必 要 な 所 定 量 の 水 量 が 給 水 さ れ る と 、 洗 浄 ポ
ン プ １ ０ を 駆 動 し 、 こ れ に よ り す す ぎ が 終 了 し た と き に 、 再 び 排 水 ポ ン プ １ ３ を 駆 動 し て
洗 浄 槽 ４ 内 の 洗 浄 水 を 排 水 口 １ ４ か ら 排 水 さ せ 、 す す ぎ 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 ３ の 給 水 量 に よ る 食 器 洗 浄 に 入 る 前 に 休 止 時 間 を 設 け て い る の で 、 食
器 に 付 着 し た 頑 固 な 汚 れ を 高 濃 度 の 洗 剤 液 で ふ や か す 時 間 が 確 保 で き 汚 れ が 落 ち や す く な
る 。 ま た 、 第 ３ の 給 水 量 に お い て は 、 水 量 が 増 え て い る の で 、 多 量 の 湯 を 食 器 に 当 て る こ
と が で き 、 ご 飯 粒 の よ う な こ び り 付 い た 汚 れ や 、 ふ や か し た 頑 固 な 汚 れ を 容 易 に 落 と す こ
と が で き る 。 ま た 、 洗 浄 液 が ６ ０ ℃ に 保 た れ て い る の で 、 た ん ぱ く 質 が 固 ま ら ず 、 油 汚 れ
を 容 易 に 落 と す こ と が で き る 。 さ ら に 、 モ ー タ １ ０ ｂ を 高 回 転 の 回 転 数 Ｎ ｅ ４ で 時 間 Ｔ ３
駆 動 し た 後 、 高 回 転 で の 噴 射 し た 多 量 の 水 が 洗 浄 槽 に 戻 る ま で 、 低 回 転 の 回 転 数 Ｎ ｅ ２ で
時 間 Ｔ ５ の 間 駆 動 し て い る の で 、 高 回 転 の 回 転 数 Ｎ ｅ ４ で 連 続 駆 動 し た 場 合 に 比 べ 、 洗 浄
槽 水 面 が 下 が っ て エ ア 噛 み で 洗 浄 ポ ン プ １ ０ が 駆 動 で き な い 状 態 を 回 避 で き 、 こ の た め 、
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従 来 の 食 器 洗 浄 機 と 比 べ 水 使 用 量 を 低 減 で き る と 共 に 、 モ ー タ １ ０ ｂ に 係 る 負 荷 も 低 減 で
き 、 モ ー タ の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ １ ７ の 位 置 は 、 ヒ ー タ ５ の 位 置 よ り も 低 い 位 置 に 設 置 し て あ る の で 、 食
器 か ら 剥 が れ 落 ち た 汚 れ は 、 排 水 ポ ン プ １ ３ 駆 動 時 に 、 フ ィ ル タ １ ７ に 集 ま り 、 ヒ ー タ ５
に 付 着 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 洗 浄 工 程 の 洗 浄 ポ ン プ の モ ー タ 回 転 状 態 と 洗 浄 槽
内 の 洗 浄 水 の 温 度 と の 相 関 を 示 す 図 で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 は 、 実 施 の 形 態 １ に 比 べ 、 第 ３ の 給 水 量 で の 洗 浄 工 程 後 半 で 水 温 が ９ ０ ℃
ま で 上 昇 す る よ う に ヒ ー タ ５ を 制 御 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 給 水 量 に よ る 洗 浄 工 程 と 第 ３ の 給 水 量 に よ る 洗 浄 工 程 前 半 と で 食 器 に 付 着 し て い
る た ん ぱ く 質 汚 れ が 落 ち て い る の で 、 水 温 を 水 が 沸 騰 し 大 量 の 蒸 気 が 発 生 し な い ９ ０ ℃ ま
で 高 め る こ と に よ り 食 器 に 残 っ た 油 汚 れ を 確 実 に 落 と す こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 食 器 洗 浄 機 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ の 洗 浄 工 程 に お け る 洗 浄 ポ ン プ の モ ー タ 回 転 状 態 と 洗 浄 槽 内 の 洗 浄
水 の 温 度 と の 相 関 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 洗 浄 工 程 の 洗 浄 ポ ン プ の モ ー タ 回 転 状 態 と 洗 浄 槽
内 の 洗 浄 水 の 温 度 と の 相 関 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 食 器 洗 浄 機 本 体 、 ２ 　 注 水 口 、 ３ 　 給 水 ポ ン プ 、 ４ 　 洗 浄 槽 、 ５ 　 ヒ ー タ 、 ６ 　 水
温 セ ン サ 、 ７ 　 ヒ ー タ 制 御 回 路 、 ８ 　 洗 剤 配 置 指 定 部 、 １ ０ 　 洗 浄 ポ ン プ 、 １ １ 　 洗 浄 ノ
ズ ル 、 １ ２ 　 ポ ン プ 制 御 部 、 １ ３ 　 排 水 ポ ン プ 、 １ ４ 　 排 水 口 、 １ ５ 　 下 か ご 、 １ ６ 　 上
か ご 、 １ ７ 　 フ ィ ル タ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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